
表紙の写真から表紙の写真から
第 4 回子ども議会第 4 回子ども議会

50年後も存続、
そして、発展し続ける仙北市のために

　
１
月
６
日
、
仙
北
市
消
防
出
初
式
が

仙
北
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
団
員
や

関
係
者
な
ど
お
よ
そ
２
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
昨
年
と
同
様
に
分
列
行
進

や
観
閲
式
な
ど
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
行
わ
れ
ず
、

式
典
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
田
口
知
明
市
長
は「
昨
年
は
、

大
き
な
災
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
県

北
で
は
８
月
の
記
録
的
な
豪
雨
の
影
響

で
河
川
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど
が
発
生

し
、
多
く
の
県
民
が
命
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
日
頃
か
ら
危
機
管
理
体
制

を
万
全
に
整
え
て
お
く
必
要
を
改
め
て

痛
感
し
た
。
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
市
民

と
市
民
生
活
を
守
る
消
防
精
神
を
堅
持

し
、
一
層
精
進
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
渡
辺
勇
悦
仙
北
市
消
防
団
長
は
「
市

民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
消
防

団
員
は
こ
れ
か
ら
も
努
力
・
精
進
を
怠

る
こ
と
な
く
活
動
技
術
に
更
な
る
磨
き

を
か
け
て
団
員
が
一
丸
と
な
っ
て
市
民

の
負
託
に
こ
た
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

〈秋
田
県
知
事
表
彰
〉

〈秋
田
県
知
事
表
彰
〉

【
有
功
章
】

　

�

▼
柴
田
尚
紀
（
第
1
分
団
） 

▼
池
田
茂

男
（
第
２
分
団
） 

▼
藺
藤
道
雄
（
第
5

分
団
） 

▼
浅
利
寿
（
第
6
分
団
） 

▼
若

島
弘
明（
第
7
分
団
） 

▼
戸
澤
一
広（
第

10
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
40
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
渡
辺
勇
悦（
本
部
） 

▼
佐
藤
乃
三（
本

部
） 

▼
草
彅
晃
（
第
8
分
団
） 

▼
伊
藤

義
弘
（
第
4
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
武
藤
重
和
（
本
部
） 

▼
松
橋
広
（
第

1
分
団
） 

▼
戸
村
純
厚
（
第
4
分
団
） 

▼
佐
藤
長
繁
（
第
4
分
団
） 

▼
菅
原
誠

（
第
9
分
団
） 

▼
斉
藤
幸
悦（
第
4
分
団
） 

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
高
橋
孝
行
（
第
1
分
団
） 

▼
田
口
房

好
（
第
3
分
団
） 

▼
佐
藤
誠
進
（
第
4

分
団
） 

▼
三
浦
誠
（
第
3
分
団
） 

▼
小

松
健
（
第
8
分
団
） 

▼
辻
晴
美
（
第
9

分
団
） 

▼
菅
原
宗
弘
（
第
1
分
団
） 

▼

伊
藤
時
秀
（
第
9
分
団
） 

▼
佐
々
木
一

人
（
第
8
分
団
） 

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
藤
枝
誠
（
第
10
分
団
） 

▼
三
浦
嘉
秋

（
第
4
分
団
） 

▼
藤
原
秀
春（
第
3
分
団
） 

▼
小
野
昭
巳
（
第
7
分
団
） 
▼
羽
川
広

寿
（
第
1
分
団
） 

▼
鈴
木
一
博
（
第
9

分
団
）
▼
羽
川
信
行
（
第
1
分
団
） 
▼

髙
橋
好
則
（
第
3
分
団
） 

▼
藤
原
智
博

（
第
8
分
団
） 

▼
藤
原
正
広（
第
9
分
団
） 

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
渡
辺
雅
宏
（
第
1
分
団
） ▼
田
口
健
太

郎（
第
2
分
団
） ▼
戸
澤
至（
第
10
分
団
） 

▼
田
口
栄
樹
（
第
2
分
団
） 

▼
草
彅
栄

喜（
第
3
分
団
） ▼
浅
利
真（
第
6
分
団
） 

▼
小
木
田
英
之
（
第
7
分
団
） ▼
川
井
浩

也
（
第
7
分
団
） 

▼
青
柳
宗
康
（
第
9

分
団
） 

▼
高
田
慎
一
（
第
2
分
団
） 

▼
黒

沢
和
徳
（
第
4
分
団
） ▼
大
石
良
幸
（
第

4
分
団
） ▼
小
倉
見
直
美
（
第
10
分
団
） 

〈仙
北
市
長
表
彰
〉

〈仙
北
市
長
表
彰
〉

【
永
年
勤
続
特
別
功
労
章（
41
年
以
上
勤
務
）】

�　
▼
佐
藤
一
（
第
6
分
団
）

 【
功
労
章

（
26
年
以
上
勤
務
で
階
級
が
班
長
以
上
）】

　

�

▼
佐
藤
豊
紀
（
第
8
分
団
） 

▼
畠
山
弘

美
（
第
3
分
団
） 

▼
阿
部
慶
之
（
第
9

分
団
） 

▼
髙
階
貴
与
士
（
第
1
分
団
） 

▼
山
本
茂
（
第
7
分
団
） 

【
功
績
章
（
15
年
以
上
勤
務
）】

　

�

▼
松
田
朝
生
（
第
2
分
団
） 

▼
金
子
公

貴
（
第
3
分
団
） 

▼
田
口
善
之
（
第
2

分
団
） ▼
稲
田
慎
一
（
第
3
分
団
） ▼
稲

田
智
博
（
第
3
分
団
） 

▼
黒
沢
明
（
第

3
分
団
） ▼
藤
原
洋
祐
（
第
4
分
団
） ▼

藤
村
誠
（
第
4
分
団
） ▼
八
柳
健
太
（
第

5
分
団
） 

▼
佐
々
木
太
茂
（
第
５
分
団
） 

▼
小
林
浩
明
（
第
6
分
団
） 

▼
浅
利
司

（
第
6
分
団
） ▼
金
谷
雅
俊（
第
6
分
団
） 

▼
鎌
川
卓
也
（
第
7
分
団
） 

▼
皆
川
勝

（
第
8
分
団
）▼
髙
村
友
和（
第
8
分
団
） 

【
無
火
災
分
団
】

　

�

▼
第
3
分
団
（
1
年
間
無
火
災
） 

【
優
良
分
団
】

　

�

▼
第
4
分
団
（
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
消

防
訓
練
大
会 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
3
位
）

【
感
謝
状
】

　
▼
元
分
団
長 

新
山
仁 

▼
出
口
・
柴
倉
・

上
真
崎
野
自
主
防
災
会

〈秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
〉

〈秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
〉

【
功
労
章
（
30
年
以
上
勤
続
で
日
本
消
防
協

会
功
績
及
び
精
績
を
受
け
て
い
な
い
団
員
）】

　

�

▼
佐
藤
勇
榮
（
第
４
分
団
） 

【
勤
続
章
（
10
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
田
口
大
樹
（
第
2
分
団
） 

▼
荒
木
田

祐
太
郎
（
第
3
分
団
） 

▼
藤
川
篤
（
第

4
分
団
） 

▼
高
橋
洋
（
第
4
分
団
） 

▼

菅
原
真
之
介
（
第
4
分
団
） 

▼
上
藤
良

太（
第
7
分
団
） 

▼
戸
澤
潤（
第
7
分
団
） 

▼
水
平
隆
行
（
第
10
分
団
） 

〈秋
田
県
消
防
協
会

〈秋
田
県
消
防
協
会

大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰
〉

大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰
〉

【
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
田
口
暢
成
（
第
2
分
団
） 

▼
川
越
祥

太
（
第
1
分
団
） 

▼
髙
橋
佐
門
（
第
3

分
団
） 

▼
田
中
薫
（
第
3
分
団
） 

▼
阿

部
大
地
（
第
6
分
団
） ▼
門
脇
良
太
（
第

6
分
団
） 

▼
阿
部
峻
之
（
第
6
分
団
） 

▼
佐
藤
信
一
（
第
7
分
団
） 

▼
髙
橋
清

郁
（
第
8
分
団
） 

▼
鈴
木
清
人
（
第
9

分
団
） 

▼
青
柳
光
範
（
第
9
分
団
） 

▼

石
郷
岡
敏
行
（
第
9
分
団
）

〈仙
北
市
消
防
団
長
表
彰
〉

〈仙
北
市
消
防
団
長
表
彰
〉

【
精
績
章
（
３
年
以
上
勤
続
）】

　

�

▼
菊
地
貴
博
（
本
部
） 

▼
浅
利
大
賀
（
第

1
分
団
） 

▼
塚
本
浩
司
（
第
2
分
団
） 

▼
佐
藤
直
久
（
第
2
分
団
） 

▼
坂
本
敏

明
（
第
3
分
団
） 

▼
佐
々
木
成
永
（
第

3
分
団
） 

▼
鈴
木
裕
樹
（
第
4
分
団
） 

▼
大
沢
和
輝
（
第
4
分
団
） 

▼
若
松
繁

（
第
5
分
団
） 

▼
浅
利
和
行（
第
5
分
団
） 

▼
田
中
豪
（
第
６
分
団
） 

▼
園
部
拓
也

（
第
6
分
団
） ▼
佐
々
木
徹（
第
8
分
団
） 

▼
太
田
征
岐
（
第
8
分
団
） 

▼
髙
橋
文

哉
（
第
8
分
団
） 

▼
高
橋
将
太
（
第
8

分
団
） 

▼
山
形
皇
平
（
第
9
分
団
） 

仙
北
市

仙
北
市
消
防
出
初
式

消
防
出
初
式

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

新入団員の紹介も行われました。

表
彰
受
章
者

表
彰
受
章
者
（
敬
称
略
／
所
属
）

（
敬
称
略
／
所
属
）

式典では各章の表彰が行われました。

おめでとうおめでとう
ございますございます百寿

　1 月 2 日、 鈴木榮子さん （角館町薗田） が

１００歳の誕生日を迎えられ、 お祝いが贈られ

ました。

鈴木榮子鈴木榮子さんさん

　

１
月
10
日
、
安
藤
ト
ミ
さ
ん

（田
沢
湖

神
代
）
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ト
ミ
さ
ん
（
右
）
に
お
祝
い
と
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

安
藤
ト
ミ

安
藤
ト
ミ
さ
ん
さ
ん

　

1
月
11
日
、
市
内
小
中

学
校
11
校
の
代
表
24
人
が

議
員
と
な
り
、
議
長
に
田

口
悠
歩
さ
ん
（
神
代
中
２

年
）、
副
議
長
に
杉
宮
結
生

希
さ
ん
（
西
明
寺
中
２
年
）

の
進
行
で
、
第
4
回
子
ど

も
議
会
「
地
域
の
一
員
と

し
て
私
た
ち
に
で
き
る
提

言
は
」
が
、
市
役
所
田
沢

湖
庁
舎
の
議
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
校
の
児
童
生
徒
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
有

効
活
用
な
ど
仙
北
市
が
抱

え
る
課
題
に
対
し
て
、
市

民
意
識
調
査
結
果
な
ど
の

資
料
を
参
考
に
仮
説
を
考

え
、
仮
説
に
対
し
て
検
証
。

そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
活
用
し
わ
か
り

や
す
く
提
言
と
し
て
提
案

し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
学
校
も
豊
か

な
自
然
や
文
化
、
食
を
含

め
た
観
光
資
源
な
ど
仙
北

市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
で
、
定
住
対
策
に
結
び

つ
け
よ
う
と
す
る
提
案
に

対
し
、
市
当
局
か
ら
は
担

当
部
長
が
答
弁
し
、
子
ど

も
た
ち
は
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い

る
様
子
で
し
た
。

　

須
田
教
育
長
か
ら
「
仙

北
市
に
は
世
界
や
日
本
に

誇
れ
る
有
数
の
有
形
無
形

の
文
化
財
、
行
事
な
ど
が

あ
り
、
今
後
も
そ
の
よ
う

な
行
事
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
初
め
の
あ
い

さ
つ
で
桧
木
内
中
学
校
の

浅
利
麻
帆
さ
ん
か
ら
『
少

し
で
も
私
た
ち
が
で
き
る

ア
ク
シ
ョ
ン
を
し
た
い
』
と

す
る
話
が
あ
っ
た
が
、
私
た

ち
も
皆
さ
ん
の
力
を
今
後

生
か
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
口
市
長
か
ら
は

「
皆
さ
ん
か
ら
の
今
日
の
提

言
は
、
単
な
る
提
言
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
具
体
的
な
事

業
化
に
向
け
て
さ
ら
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

使
う
お
金
に
対
し
て
効
果

は
ど
う
な
の
か
。
主
体
は
誰

な
の
か
。
同
じ
よ
う
な
事
業

へ
の
影
響
は
ど
う
な
の
か
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
相
手

の
立
場
に
な
っ
て
、
提
言

を
よ
り
一
層
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
こ
れ
を
ス
タ
ー

ト
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
事
業

化
に
向
け
て
進
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

各小中学校の代表者がそれぞれ提言しました。

当
日
の
様
子
は

こ
ち
ら
か
ら

議
長
の
田
口
悠
歩
さ
ん
（
左
）
と
副
議

長
の
杉
宮
結
生
希
さ
ん
（
右
）。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

　
１
月
15
日
、
仙
北
市
民
会

館
自
主
事
業
と
し
て
「
平
か

ず
み
と
ス
イ
ン
グ
チ
ェ
リ
ー

ズ
新
春
ラ
イ
ブ
」
が
同
館
の

ス
テ
ー
ジ
上
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
ラ
イ
ブ
は
、
少
人
数

で
も
楽
し
め
る
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
で
、冬
期
間
は
ロ
ビ
ー

に
外
気
が
入
り
寒
い
こ
と
か

ら
、
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
上

に
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
を
設
け

て
の
開
催
予
定
で
し
た
が
、

ス
テ
ー
ジ
上
に
収
ま
ら
な
い

観
客
の
た
め
ホ
ー
ル
も
開
放

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
第
1
部
で
ジ
ャ

ズ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

「
愛
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」、

「
思
い
出
の
グ
リ
ー
ン
・
グ
ラ

ス
」、デ
ィ
ス
コ
ナ
ン
バ
ー「
愛

の
コ
リ
ー
ダ
」、「
ダ
ン
シ
ン

グ
ク
イ
ー
ン
」
な
ど
を
演
奏
。

第
2
部
で
は
、
演
奏
に
加
え

ヴ
ォ
ー
カ
ル
が
「
津
軽
海
峡

冬
景
色
」
や
「
危
険
な
ふ
た

り
」、「
渡
良
瀬
橋
」
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
を

訪
れ
た
観
衆
は
、
心
に
し
み

わ
た
る
味
わ
い
の
あ
る
演
奏

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
出
演
し
た「
ス
イ
ン
グ
チ
ェ

リ
ー
ズ
」
は
、
昭
和
36
年
に

旧
角
館
町
役
場
職
員
が
楽
器

同
好
会
「
ド
デ
ン
ス
タ
ー
ズ
」

と
し
て
結
成
。
昭
和
42
年
に

は
新
バ
ン
ド
名
を
募
集
し「
ス

イ
ン
グ
チ
ェ
リ
ー
ズ
」
と
改

名
し
一
昨
年
に
は
結
成
60
年

を
迎
え
、
大
曲
仙
北
地
域
を

中
心
に
演
奏
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

数
々
の
名
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

華
麗
な
演
奏
が
聴
衆
を
魅
了

平
か
ず
み
と
ス
イ
ン
グ
チ
ェ
リ
ー
ズ

新
春
ラ
イ
ブ

1 月１日付で法務大臣から次の方が委嘱されました。 委員の任期は３年で、地域の皆さんに人権について関心を
持ってもらえるような啓発活動や、人権相談などを積極的
に行っています。

人権擁護委員が委嘱されました人権擁護委員が委嘱されました

田口陽三田口陽三（田沢湖）… 再任
黒澤福子黒澤福子（角館）　  … 再任
千葉悟見千葉悟見（角館）　  … 再任

※敬称略

【問合せ】秋田地方法務局大曲支局　☎ 0187-63-2100

　
こ
の
ほ
ど
、
卓
越

し
た
技
能
を
有
す
る

仙
北
市
技
能
功
労
者

表
彰
者
の
選
考
会
が

開
催
さ
れ
、
１
月
11

日
に
３
人
の
方
々
に

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
は
、
各

業
界
団
体
な
ど
が
個

人
を
推
薦
し
、
大
曲

仙
北
職
業
訓
練
協
会

や
仙
北
市
商
工
会
、

秋
田
県
仙
北
建
設
業

協
会
な
ど
で
構
成
す

る
選
考
委
員
会
を
経

て
決
定
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お

り
。

　

昭
和
51
年
に
角
館
建
設
工
業
㈱

に
入
社
し
、
斎
藤
川
流
路
工
工
事
や

秋
田
新
幹
線
踏
切
安
全
対
策
に
係

る
オ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
工
事
な
ど
に

現
場
代
理
人
と
し
て
携
わ
り
、
多
数

の
技
術
を
習
得
、
１
級
土
木
施
工
管

理
技
士
な
ど
の
資
格
を
取
得
し
ま

し
た
。
平
成
10
年
に
は
優
秀
施
工
者

と
し
て
建
設
大
臣
よ
り
顕
彰
さ
れ
る

な
ど
、
そ
の
確
か
な
技
能
は
業
界
内

か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
継
者
の
育
成
に
も
意
欲
的
に

取
り
組
み
、
平
成
６
年
に
は
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
秋
田
県
知
事
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
㈱
畠
山
建
設
工
業
の
管

理
部
部
長
と
し
て
卓
越
し
た
知
識
と

経
験
を
生
か
し
、力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

昭
和
47
年
、
角
館
建
設
工
業
㈱

に
入
社
し
、
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

技
能
を
習
得
。
同
社
に
約
50
年
間

勤
務
し
て
お
り
、
国
道
１
０
５
号

道
路
委
託
業
務
で
は
、
老
朽
化
し

た
道
路
や
構
造
物
の
修
繕
工
事
の

ほ
か
災
害
時
の
道
路
復
旧
や
冬
季

の
除
排
雪
作
業
に
尽
力
し
、
優
れ

た
運
転
技
術
で
特
殊
機
械
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
し
て
市
民
の
利
便
性

向
上
と
安
全
確
保
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

近
年
進
歩
し
て
い
る
新
し
い
機

械
か
ら
旧
式
機
械
ま
で
あ
ら
ゆ
る

機
械
の
操
作
方
法
と
施
工
手
順
を

若
手
職
員
に
継
承
す
る
た
め
に
、
積

極
的
に
技
術
指
導
す
る
な
ど
後
進

の
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
41
年
に
同
地
域
の
佐
藤
工

務
店
に
師
事
し
、
在
来
工
法
の
技

術
を
習
得
後
、
昭
和
48
年
に
藤
村

建
築
を
設
立
。
代
表
者
と
し
て
現

在
に
至
り
ま
す
。

　
サ
シ
ガ
ネ
と
呼
ば
れ
る
定
規
で

木
造
の
接
合
部
分
を
作
り
上
げ
る

規
矩
術
に
長
け
、
50
年
以
上
の
経

験
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
技
術
は
業

界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
３
人
を
育

て
上
げ
、
競
技
大
会
に
出
場
さ
せ

る
な
ど
、
後
進
の
技
術
の
育
成
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
神
代
技
能
組
合
で
は
、
役
員
を

務
め
、
業
界
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

藤
村
敏
郎 

さ
ん

（
72
歳　
田
沢
湖
岡
崎
）

分
野
：
建
築
技
術

仙北市仙北市

技能功労者技能功労者表彰表彰

武
蔵
一
美 

さ
ん

（
73
歳　
西
木
町
門
屋
）

分
野
：
建
設
施
工
管
理
技
術

靏
田
司 
さ
ん（

68
歳　
西
木
町
小
渕
野
）

分
野
：
建
設
重
機
技
術

各分野の発展に貢献

　

12
月
22
日
、
仙
北
地
域
振
興

局
で
令
和
４
年
度
仙
北
地
域
振

興
局
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田

づ
く
り
顕
彰
事
業
」
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
仙
北
市
か

ら
は
心
豊
か
な
生
活
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
る
「
小
松
・
東

前
郷
地
区
環
境
保
全
協
議
会
」

が
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
が
認

め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く

り
顕
彰
事
業
」
と
は
、
よ
り
よ

い
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
地
域

固
有
の
様
々
な
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
自
立
的
・
主
体
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
方
々
を
「
元

気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
」

の
実
践
者
と
し
て
表
彰
し
、
こ

の
表
彰
を
通
し
て
地
域
づ
く
り

活
動
の
活
性
化
を
図
り
、
多
く

の
県
民
が
こ
う
し
た
活
動
に
参

画
で
き
る
よ
う
普
及
・
啓
発
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
「
小
松
・
東
前
郷
地
区
環
境

保
全
協
議
会
」
は
平
成
19
年
か

ら
農
業
環
境
の
保
全
・
向
上
を

目
指
す
景
観
形
成
活
動
の
取
組

と
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
は

内
陸
線
応
援
も
兼
ね
て
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
積

極
的
に
他
の
地
域
へ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
教
示
や
種
苗
の
交
換
な
ど

を
行
い
、
内
陸
線
の
車
窓
か
ら

見
え
る
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
作
成

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
そ
の
ほ
か
に
も
、
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
を
施
し
た
場
所
で
栽
培
し
た

お
米
を
被
災
地
へ
贈
呈
す
る
支

援
米
贈
呈
や
、
地
元
小
学
校
と

の
連
携
に
よ
る
田
植
え
・
稲
刈

り
体
験
、
内
陸
線
沿
線
に
サ
ル

ビ
ア
な
ど
の
花
を
植
え
る
景
観

の
向
上
活
動
な
ど
も
行
い
、
県

内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
表
彰
式
に
出
席
し
た
伊
藤
裕

明
会
長
は
「
本
日
の
顕
彰
を
励

み
に
組
織
内
交
流
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
他
地
域
と
の
交
流
の

場
も
更
に
広
げ
て
い
け
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

受
賞
し
た
小
松
・
東
前
郷
地
区
環
境
保
全
協
議
会

の
伊
藤
裕
明
会
長
（
左
）
と
仙
北
地
域
振
興
局
の

齋
藤
正
和
局
長
（
右
）。

小松・東前郷地区環境保全協議会が受賞
仙北地域振興局

「元気なふるさと秋田づくり
顕彰事業」

　
小
・
中
学
生
進
学
時
お
よ
び
高

校
生
進
級
時
支
援
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
仙
北
市
出
身
の
草
彅
正
利

様
か
ら
申
し
出
が
あ
り
、
88
万
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ご
寄
付
を
原
資
と
し
て
【
若

鮎
応
援
プ
ラ
ン
祝
金
事
業
】
を
今

年
度
も
行
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

生
活
困
窮
世
帯
に
卒
業
祝
金
と
し

て
小
学
校
６
年
生
に
２
万
円
、
中

学
校
３
年
生
に
４
万
円
、
新
た
に

進
級
祝
金
と
し
て
高
校
１
年
生
お

よ
び
２
年
生
に
２
万
円
を
支
給
し
、

進
学
準
備
な
ど
に
役
立
て
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
１
月
下

旬
を
目
処
に
申
請
方
法
の
ご
案
内

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
草
彅
様
か
ら
は
、
今
後
も
ご
寄

付
を
継
続
し
た
い
と
の
意
向
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
こ
の
事
業
を

通
じ
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 善

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た

若
鮎
応
援
プ
ラ
ン
事
業
に

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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